
３
月
７
日
、
「

24春
闘
勝

利
！
３
・
７
中
央
行
動
」
に

全
体
で
２
千
人
（
愛
媛
５
単

組

10人
）
が
参
加
。
生
活
で

き
る
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
、

人
員
確
保
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
な
ど
を
訴

え
ま
し
た
。
自
治
労
連
は
独

自
行
動
と
し
て
総
務
省
前
で

要
求
行
動
を
行
い
、
全
国
の

仲
間
の
思
い
込
め
集
ま
っ
た

「
３
署
名
」
（
現
業
署
名
・

新
ほ
こ
イ
カ
署
名
・

33ア
ク

シ
ョ
ン
署
名
）
を
総
務
省
へ

提
出
し
ま
し
た
。
昼
過
ぎ
か

ら
は
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

中
央
総
決
起
集
会
が
開
か
れ
、

全
労
連
・
小
畑
雅
子
議
長
は

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
「
株
価

は
過
去
最
高
に
な
っ
た
が
、

実
質
賃
金
は
減
り
続
け
て
い

る
。
賃
上
げ
は
で
き
な
い
の

で
は
な
い
。
労
働
組
合
の
力

で
賃
金
が
上
が
る
国
に
変
え

て
い
こ
う
」
と
発
言
。
集
会

の
後
、
国
会
請
願
デ
モ
を
行

い
、
続
い
て
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

独
自
の
行
動
と
し
て
「
総
務

省
要
請
」
を
実
施
。
愛
媛
か

ら
は
西
予
市
立
病
院
・
施
設

へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
問

題
で
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

《
参
加
者
感
想
》
◆
初
め
て

中
央
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
職
種
の
組
合
が
そ

れ
ぞ
れ
の
問
題
の
解
決
に
向

け
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
る

の
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
人
の
力
は
小

さ
い
け
ど
、
そ
の
後
ろ
に
は

大
き
な
支
え
が
あ
る
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
◆
今
回
、

初
め
て
中
央
行
動
に
参
加
し

て
、
様
々
な
職
種
の
組
合
が

一
堂
に
会
し
た
中
央
総
決
起

集
会
で
は
人
数
や
熱
意
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
各
職
場
・

職
種
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
あ
り
自
分
た
ち
の
今
置

か
れ
て
い
る
状
況
（
指
定
管

理
者
制
度
導
入
の
問
題
）
も

決
し
て
傍
観
し
て
は
い
け
な

い
、
諦
め
て
は
い
け
な
い
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。
労
働

に
お
け
る
問
題
は
政
治
と
も

深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
政
治

に
も
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

県
本
部
保
育
部
会
は
２
月

13日
、
県
子
育
て
支
援
課
へ

要
請
・
懇
談
を
行
い
３
人
が

参
加
。
県
子
育
て
支
援
課
は

３
人
が
対
応
。
（
一
部
抜
粋
、

文
責
：
県
本
部
）

①
処
遇
改
善
…
処
遇
改
善
臨

時
特
例
事
業
と
し
て
収
入
の

３
％
引
上
げ
に
対
す
る
支
援

が
施
設
型
給
付
費
で
行
わ
れ
、

県
の
負
担
割
合
に
応
じ
て
財

政
負
担
し
て
い
る
。
持
続
的

な
処
遇
改
善
へ
引
き
続
き
県

と
し
て
必
要
な
予
算
措
置
は

行
う
予
定
。
②
労
働
時
間
の

管
理
・
徹
底
…
基
本
的
に
各

市
町
で
の
計
画
的
職
員
採
用

や
人
事
管
理
の
中
で
適
切
に

行
わ
れ
る
も
の
。
③
負
担
軽

減
…
負
担
軽
減
は
課
題
。
５

月
に
保
育
園
事
故
が
報
道
さ

れ
た
が
、
日
頃
か
ら
必
要
書

類
を
作
成
し
保
育
所
内
で
の

共
有
が
事
故
防
止
を
は
か
る

上
で
重
要
な
側
面
も
あ
る
。

書
類
の
簡
素
化
は
十
分
な
検

討
が
必
要
。
県
と
し
て
、
補

助
者
・
保
育
支
援
者
配
置
の

経
費
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
経
費
な
ど
、

負
担
軽
減
の
補
助
制
度
が
あ

る
。
監
査
で
は
、
確
認
事
項

の
チ
ェ
ッ
ク
へ
最
低
限
必
要

な
書
類
の
準
備
を
依
頼
す
る

が
、
書
類
は
日
頃
か
ら
保
育

所
備
え
付
け
の
も
の
で
、
監

査
で
急
遽
作
成
す
る
も
の
で

は
な
い
。
④
保
育
士
配
置
基

準
見
直
し
…
全
国
知
事
会
を

通
じ
、
保
育
士
配
置
基
準
等

の
改
善
等
を
国
に
要
望
し
て

き
た
。

12月
「
こ
ど
も
未
来

戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

４
・
５
歳
児
配
置
基
準
を

25

対
１
、
あ
わ
せ
て
３
歳
児
基

準

15対
１
の
来
年
度
施
行
へ

国
が
改
正
作
業
を
進
め
て
い

る
。
⑤
県
独
自
の
配
置
基
準

改
善
…
職
員
配
置
は
国
が
改

善
を
進
め
て
お
り
、
県
は

「
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ

ン
タ
ー
」
事
業
、
就
学
資
金

の
貸
付
な
ど
の
継
続
的
な
と

り
く
み
、
今
年
度
か
ら
「
え

ひ
め
人
口
減
少
対
策
総
合
交

付
金
事
業
」
の
中
で
「
県
外

か
ら
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
保
育

士
に
対
す
る
引
っ
越
し
費
用

等
」
を
メ
ニ
ュ
ー
に
設
け
る

な
ど
の
プ
ラ
ン
で
市
町
の
保

育
人
材
確
保
を
後
押
し
し
支

援
し
て
い
る
。
⑥
配
慮
を
要

す
る
子
の
た
め
の
保
育
士
加

配
…
障
害
児
を
受
け
入
れ
、

保
育
支
援
に
と
り
く
む
と
こ

ろ
に
は
加
配
に
要
す
る
経
費

に
対
し
給
付
費
の
中
で
加
算

が
あ
る
。
保
育
支
援
者
は
、

県
が
子
育
て
支
援
研
修
を
行

い
、
そ
の
研
修
を
修
了
さ
れ

同
意
い
た
だ
い
た
各
受
講
者

の
名
簿
・
リ
ス
ト
を
各
市
町

へ
情
報
提
供
し
て
い
る
。

県
の
回
答
に
続
い
て
、
参

加
者
か
ら
各
項
目
に
つ
い
て

再
質
問
し
、
現
場
の
状
況
と

要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

今
治
市
職
は
２
月

27日
、

「
保
育
部
会
要
求
書
」
に
も

と
づ
く
保
育
幼
稚
園
課
長
と

の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

保
育
幼
稚
園
課
長
か
ら
「
安

全
・
安
心
で
風
と
お
し
の
よ

い
職
場
に
な
る
よ
う
所
長
に

は
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
保
育
所
に
は
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
よ
り

「
夕
方
か
ら
保
育
士
が
少
な

く
な
る
。
日
に
よ
っ
て
は
夕

方
か
ら
１
人
で
子
ど
も
を
み

て
い
る
。
先
日
の
よ
う
な
地

震
が
あ
る
と
１
人
で
子
ど
も

を
守
れ
る
か
不
安
に
な
る
」

「
気
に
な
る
子
が
増
え
て
き

て
い
る
。
パ
ー
ト
で
も
い
い

の
で
、
も
う
１
人
保
育
士
が

い
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

時
に
対
応
で
き
る
」
な
ど
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。
■
や
り

と
り
抜
粋
…
○
保
育
士
配
置

基
準
の
改
善
《
組
合
》
全
国

の
仲
間
の
運
動
で
改
善
さ
れ

た
４
・
５
歳
児
、
３
歳
児
の

配
置
基
準
に
今
治
市
も
と
り

く
ん
で
ほ
し
い
。
【
担
当
課
】

現
時
点
で
は
、
国
の
見
直
し

ど
お
り
に
は
難
し
い
。
ま
ず

は
保
育
士
確
保
が
必
要
。
将

来
的
に
も
保
育
士
は
必
要
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
経
験
者

枠
の
採
用
試
験
を
考
え
て
い

る
人
は
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
。
保
育
士
確
保
は

課
も
努
力
し
て
い
る
。
○
書

類
の
簡
素
化
《
組
合
》
昼
休

み
な
ど
を
利
用
し
書
類
を
書

い
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
時

間
内
に
終
わ
ら
な
い
。
【
担

当
課
】
保
育
士
で
協
力
し
て

ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム
を

取
り
書
類
作
成
の
時
間
を
作
っ

て
ほ
し
い
。
昨
年
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
し
た
が
ま
だ
改
良
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
。

（１） 第５６６号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２４年 ３月２０日

第 ５６６ 号

日 程

【３月】

26 県公務員共闘会議県要請

愛媛平和行進実行委員会

27 宇和島市職執行委員会

29 西予市職労医療介護支部

執行委員会

【４月】

８ 自治体問題研究所理事会

10 第２次最賃デー

13 県本部拡大執行委員会・

単組代表者会議

17 今治水道労組執行委員会

19 自治労連地方組織・組織

部長会議（東京）

24 自治労連共済全国支部長

会議（web）

【５月】

１ 第95回メーデー

３ 愛媛憲法集会

11 県本部拡大執行委員会・

単組代表者会議

24 自治労連中央委員会

（静岡～25）

25 自治労連35周年記念講演

会（仮称）

自治労連は、会計年度任用職員の処遇改善に全国でとりくみ、2024年度から「期末

手当」に加えて「勤勉手当」支給を実現させました。また月額賃金や一時金を引き上げ、

さらに賃金改定の４月遡及も実施させ、大幅な賃上げを勝ち取り、年末年始前後に10

万円以上の「差額」が支給された自治体もありました。引き続き、会計年度任用職員の

仲間の組合加入を進め、さらなる処遇改善を進めていきます。

2024年２月２日、人事院は国の非常勤職員制度の運用の在り方について「非常勤職

員の任用制度の適切な運用の在り方等について検討」としました。「検討とは３年公募

の問題である」と国会答弁しています。具体的には「令和５年度中の方針決定に向けて

検討を進めている」としています。

このことは地方自治体の会計年度任用職員にも大きく関係します。全国の自治体で会

計年度任用職員の確保が難しい原因には、①低すぎる賃金、②毎年あるいは３年や５年

ごとに雇用不安に陥る「公募」制度の問題があります。この２つを根本的に解決しない

限り状況の好転はありません。国が検討を始めているもとで一律的な公募をやめさせる

運動を起こすことが重要となっています。会計年度任用職員の継続した雇用を実現する

ために、組合に加入して一緒に運動を広げていきましょう。



四
国
中
央
市
職
労
は
３
月

２
日
、
組
合
親
睦
旅
行
と
し

て
『
Ｕ
Ｓ
Ｊ
』
に
行
き
、
当

日
は

37人
（
子
ど
も
含
む
）

が
参
加
。
参
加
者
か
ら
「
バ

ス
の
中
で
は
普
段
交
流
の
少

な
い
職
員
同
士
や
子
ど
も
た

ち
同
士
の
交
流
で
楽
し
く
盛

り
上
が
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
親
睦
旅
行
の
企
画
が
あ
る

と
組
合
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ

た
と
思
う
」
な
ど
、
う
れ
し

い
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

交
流
を
き
っ
か
け
に
新
採
職

員
へ
の
組
合
加
入
・
組
合
未

加
入
職
員
へ
の
声
か
け
、
組

合
活
動
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
伊
予
市
職
労
保
育
部
は
２

月

25日
「
い
ち
ご
狩
り
」
を

中
山
に
て
開
催
し

27人
が
参

加
。
い
ち
ご
園
で
は
い
ろ
ん

な
種
類
の
い
ち
ご
を
食
べ
比

べ
楽
し
そ
う
な
会
話
も
聞
か

れ
ま
し
た
。
■
同
青
年
部
主

催
で
３
月
２
日
「
い
ち
ご
狩

り
」
を
双
海
町
で
開
催
し

32

人
が
参
加
。
参
加
者
は
、
自

分
好
み
の
い
ち
ご
を
見
つ
け

な
が
ら
、
新
鮮
な
い
ち
ご
を

い
っ
ぱ
い
食
べ
、
子
ど
も
も

大
人
も
み
ん
な
笑
顔
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

県
本
部
医
療
介
護
評
は
２

月

17日
、
幹
事
会
を
開
催
し

６
単
組
９
職
場
９
人
が
参
加
。

経
過
で
は
「
西
予
市
立
２
病

院
１
施
設
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
阻
止
の
と
り
く
み
」

「
労
安
学
習
会
」
の
報
告
・

確
認
後
、
前
回
、
問
題
提
起

さ
れ
た
「
看
護
補
助
者
・
介

護
職
員
等
の
賃
上
げ
補
助
」

の
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
協
議
事

項
で
は
、
現
在
進
行
中
の

「
県
本
部
春
闘
統
一
要
求
」

の
医
療
職
場
で
の
回
答
を
報

告
し
、
今
春
闘
で
解
決
す
べ

き
課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
民
間
の
医
療
職
場
を

含
む
「
医
療
職
場
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
の
要
求
項
目
を
議
論
し

ま
し
た
。
西
予
市
職
労
医
療

介
護
支
部
か
ら
「
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
総
務
省
要
請
」
に
５
人
参

加
し
、
指
定
管
理
者
制
度
導

入
の
根
源
で
あ
る
総
務
省

「
公
立
病
院
医
療
提
供
体
制

確
保
支
援
事
業
」
の
問
題
点

を
追
及
し
ま
す
。

久
万
高
原
町
職
は
１
月

25

日
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

に
つ
い
て
の
学
習
会
（
講
師

／
森
賀
県
本
部
委
員
長
）
を

開
催
、
病
院
職
員
を
中
心
に

行
政
職
員
も
参
加
。
学
習
会

の
重
点
は
厚
生
労

働
省
の
出
し
て
い

る
指
針
の
理
解
で

し
た
。
ま
ず
「
パ

ワ
ハ
ラ
」
の
定
義
、

業
務
上
必
要
な
指

示
や
注
意
・
指
導

で
の
「
業
務
の
適

正
な
範
囲
」
と
線

引
き
や
判
断
に
あ
た
り
「
平

均
的
な
労
働
者
の
感
じ
方
」

「
社
会
一
般
の
労
働
者
が
看

過
で
き
な
い
支
障
が
生
じ
た

と
感
じ
る
か
」
な
ど
が
基
準

と
な
る
な
ど
、
他
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
は
違
う
点
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
」
が
使

用
者
に
義
務
付
け
て
い
る
こ

と
、
「
パ
ワ
ハ
ラ
の
具
体
的

な
防
止
対
策
」
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
対
策
で
や
っ
て
は

だ
め
な
こ
と
」
な
ど
も
確
認

し
な
が
ら
、
理
解
を
深
め
る

学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
１
日
、
全
労
連
四
国

地
区
協
議
会
は
「
四
国
総
行

動
」
を
高
松
市
で
実
施
し
、

「
昼
休
み
決
起
集
会
・
春
闘

要
求
ア
ピ
ー
ル
デ
モ
」
に
１

２
０
人
が
参
加
。
決
起
集
会

に
続
い
て
、
デ
モ
行
進
で

「
大
幅
賃
上
げ
を
実
現
し
よ

う
」
な
ど
ア
ピ
ー
ル
。
決
起

集
会
の
前
後
に
Ｊ
Ｒ
四
国
や

四
国
運
輸
局
・
経
産
省
・
地

方
整
備
局
、
人
事
院
四
国
事

務
局
な
ど
へ
要
請
。
人
事
院

四
国
事
務
局
要
請
に
は
４
県

11人
が
参
加
し
、
香
川
「
県

内
の
学
童
保
育
の
民
間
委
託

の
現
状
な
ど
」
、
愛
媛
「
国

家
公
務
員
の
通
勤
手
当
の
満

額
支
給
、
病
気
休
暇
の
有
給

化
・
日
数
な
ど
非
正
規
職
員

の
休
暇
改
善
」
、
徳
島
「
会

計
年
度
職
員
の
遡
及
に
差
が

あ
り
、
給
与
改
定
４
月
遡
及

に
勧
告
で
言
及
を
」
な
ど
を

要
請
。
「
四
国
の
要
望
と
し

て
本
院
に
伝
え
る
」
な
ど
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月

10日
、
新
居
浜
中
央

公
園
で
４
年
ぶ
り
に
「
東
予

ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
決
起
集

会
」
が
開
催
さ
れ

60

人

が
参
加
。
末
田
新
居
浜

労
連
議
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
、
連
帯
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
喜
井
宇
摩

労
連
事
務
局
長
、
帆
谷

新
居
浜
市
職
労
委
員
長
、

横
井
西
条
周
桑
労
連
議

長
、
後
藤
今
治
労
連
議
長
が

決
意
表
明
。
ま
た
、
自
治
体

の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
で
、
東
予
４
市
の
期

末
手
当
が
正
規
同
等
に
改
善

さ
れ
る
動
き
と
法
改
正
で
Ｒ

６
年
度
支
給
と
な
っ
た
勤
勉

手
当
の
支
給
月
数
切
り
下
げ

や
対
象
を
狭
め
る
提
案
も
報

告
さ
れ
、
４
市
の
自
治
労
連

単
組
共
同
で
要
求
前
進
を
、

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
集
会

後
は
市
内
を
デ
モ
行
進
し
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

■
大
学
時
代
の
友
達
や
バ
イ

ト
先
の
先
輩
に
会
い
、
懐
か

し
い
思
い
出
に
浸
っ
て
き
ま

し
た
。
出
会
い
と
別
れ
の
春

で
す
が
、
大
事
な
人
た
ち
に

は
会
え
る
間
に
た
く
さ
ん
会
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
大
西
）

■
花
粉
症
の
私
は
コ
ロ
ナ
禍
、

症
状
が
軽
か
っ
た
の
で
す
が
、

先
日
マ
ス
ク
を
取
っ
て
庭
に

い
た
ら
吸
っ
て
し
ま
い
、
近

所
中
響
く
よ
う
な
く
し
ゃ
み

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
新
居
浜
社
協
・
久
保
田
）

■
３
月
よ
り
、
職
場
の
男
性

職
員
が
育
休
に
入
り
ま
し
た
。

技
術
職
の
た
め
、
代
わ
り
の

人
員
補
充
は
無
さ
そ
う
で
来

年
度
の
業
務
量
が
す
で
に
不

安
。
し
か
し
本
人
に
は
ゆ
っ

く
り
育
児
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
小
野
）

■
５
６
４
号
パ
ズ
ル
は
比
較

的
早
く
解
け
ま
し
た
。
一
攫

千
金
（
？
）
を
狙
い
、
宝
く

じ
を
時
々
買
っ
て
ま
す
が
当

た
り
ま
せ
ん
ね
え
…
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
あ
っ
と
い
う
間
に
４
月
か

ら
子
ど
も
が
２
人
と
も
小
学

生
。
毎
日
慌
た
だ
し
く
過
ぎ

去
る
の
で
、
も
う
少
し
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
子
ど
も
達

と
過
ご
せ
れ
ば
と
日
々
感
じ

ま
す
。
仕
事
と
子
育
て
を
充

実
さ
せ
る
秘
訣
が
あ
れ
ば
誰

か
教
え
て
下
さ
ー
い
。
笑

（
今
治
・
越
智
）

■
昨
年
と
違
い
暖
か
く
な
り

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
る
時
期

に
悩
み
ま
す
。
植
え
た
後
で

霜
が
降
り
た
ら
種
芋
が
駄
目

に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
今

年
は
い
つ
も
よ
り
慎
重
で
す
。

（
今
治
・
越
智
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５６６号

２０２４年 ３月２０日

■
５
６
４
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
イ
ッ
カ
ク
セ
ン
キ
ン
」

（
一
攫
千
金
）
で
し
た
。
正

解
は

16通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

永
井
宏
武
（
西

条
）

越
智
志
珠
（
今

治
）

久
保
田
敬
子
（
新
居
浜
社
協
）

三
宅
淳
司
（
新
居
浜
）

柳
川

学
（
宇
和
島
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
４
月

27日
【
発

表
】
５
６
８
号
（
５
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①歌手。「おふくろさん」「襟裳岬」など

④野原などで草花を摘み取ること

⑦組織・施設・制度などを新しくつくること

⑧瀬戸内海およびその沿岸地域の呼称

⑨織機で縦糸と横糸とを組み合わせて

平たく作った布地

【タテのカギ】

①厳しく反省すること。≒猛省

②ブリ、スズキ、ボラなどが代表的

③ログ○○、スペ○○、○○ド

⑤少しも手を抜かず行うさま。

○○○○勉強を教える

⑥ありふれた、一般的な。

「○○○○女の子に戻ります」

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で

立
身
出
世
の
故
事
成
語
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


